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スクミリンゴガイの発生が拡大しています。 

-発生状況を確認し、防除対策を徹底しましょう！- 

１ 発生状況等 

スクミリンゴガイ（俗称：ジャンボタニシ）（写真１～３）は、淡水棲の巻貝で、生育初期のイネ等

を食害し、移植直後の苗が食害されると欠株となる場合があります。近年、県南部の足利市、小山市、

野木町で本貝の発生を確認していましたが、令和７（2025）年６月に、新たに栃木市（西方町）でも発

生が確認されました。 

今後、更なる発生地域の拡大や、被害の発生が懸念されます。被害を防ぐため、また、ほ場をよく確

認し、早期発見・早期防除に努めましょう。 

       

写真１ イネを食害する     写真２ イネに産付けられた   写真３ 他のタニシ類との比較 

スクミリンゴガイ        卵塊 

２ 防除対策 

○移植前 

（１）取水口・排水口にネットや金網を設置し、本貝の侵入を防止する。 

（２）水路の壁等に産み付けられた卵塊を殺卵する。 

○移植時・移植後 

（１）浅水管理により摂食行動を抑制する（水深を４cm（理想は１cm）以下に維持）。 

（２）貝や卵塊は見つけ次第捕殺する。 

（３）表１を参考に薬剤散布を行う。 

○収穫後・冬期 

（１）厳寒期前の耕うんにより本貝を物理的に破壊するとともに寒風にさらす。 

（２）本貝の移出入を防ぐため、トラクターの爪やアタッチメント等を洗浄する。 

３ 注意事項 

（１）本貝が水田や用水路等に侵入すると根絶は非常に困難であるため、除草を目的とする放飼等、  

未発生地域への人為的な持ち込みは行わないこと。 

（２）本貝には人体に有害な寄生虫（広東住血線虫）がいる場合があり、卵には PV2 という神経毒が含

まれるため、素手では扱わず、ゴム手袋やゴミ拾い用トングなどを使用する。素手で触った場合

には、石けんでよく手を洗浄する。 

（３）詳細はスクミリンゴガイ防除対策マニュアル（移植水稲）（農林水産省消費・安全局植防課）等

を参照。 

 

https://www.maff.go.jp/j/syouan/syokubo/gaicyu/siryou2/sukumi/PDF/sukumi_manual.pdf


表１ スクミリンゴガイの主な防除薬剤（令和７(2025)年６月 19日現在） 

農薬の名称 農薬の種類 使用方法 希釈倍数 使用時期 使用回数 

スクミノン 
メタアルデヒド

粒剤 

散布又は無人航

空機による散布 
1～4kg/10a 収穫 60日前まで ２回以内 

スクミンベイト３ 燐酸第二鉄粒剤 散布 2～8kg/10a 発生時 - 

スクミンブルー 燐酸第二鉄粒剤 散布 2～8kg/10a 発生時 - 

注 1：必ず農薬容器のラベルをよく読み、使用方法・使用上の注意事項を守る。 

詳細は、農業総合研究センター 防除課（℡ 028-665-1244）までお問合せ下さい。 

病害虫情報発表のお知らせは「栃木県農政部 X(@tochigi_nousei)」、 

農業総合研究センターホームページ（https://www.pref.tochigi.lg.jp/g59/index.html） 

でもご覧いただけます。 

 

https://twitter.com/tochigi_nousei
https://www.pref.tochigi.lg.jp/g59/index.html

